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研究成果の概要（和文）：本研究では都市計画史研究の社会への還元を主題とした際に立ち現れる「非専門家も
対象とした反省的知識」を構築する都市計画史領域「パブリック都市計画史」の方法的特質や課題について、理
論と実践の両面から探究した。『都市計画史ハンドブック』の読解により「パブリック都市計画史」の方法論的
定置が未確定なこと、国内外事例をテキストービジュアル、定着的―イベント的という2軸の枠組みで分析し、
特にニューヨーク市でのパブリック都市計画史の展開が各領域にまたがる構図を持つこと、高島平ヘリテージプ
ロジェクトやアーバニズム・プレイス展2018におけるアンケート調査から、非専門家の都市計画史に関する評価
傾向を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study explored the methodological characteristics and challenges of "
public planning history," a field of planning history that constructs "reflective knowledge for 
non-specialists" that emerges when the subject is the return of planning history research to 
society, from both theoretical and practical perspectives. Through a reading of the Routledge 
Handbook of Planning History, it was founded that the methodological position of "public planning 
history" has not yet been determined. By analyzing cases within the framework of the two axes of "
textual/visual" and "permanent/event" , it was shown that the development of public planning 
history, particularly in New York City, has a composition that spans each field. Questionnaire 
survey at the Takashimadaira Heritage Project and Urbanism Place Exhibition 2018 revealed trends in 
the evaluation of planning history by non-specialists.

研究分野：都市計画

キーワード： 都市計画史　都市計画遺産　展覧会デザイン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は従来の都市計画史研究の学術領域を拡張するという大きな枠組みの点で、学術的な意義を有する。ま
た、社会的意義としては、都市計画史研究が社会に貢献する一つの方法としてのパブリック都市計画史の課題と
ともに、可能性を示したことである。特に実践的な取り組みから知見を得た経験は、学術的および社会的両方の
意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
研究領域として 40 年近くの歴史を有する我国の都市計画史研究において、石田頼房、渡辺俊
一、越澤明という３人のパイオニアそれぞれのアプローチ、すなわち「都市計画は一体どこから
来て、どこへ向かって発展していくのか？」を問う石田の通史展望アプローチ、「都市計画とは
本質的には一体何なのか？」を問う渡辺の本質探求アプローチ、「都市計画は一体どのような遺
産を生み出してきたのか？」を問う越沢の計画遺産アプローチは、後進の都市計画史研究者に大
きな影響を与えてきた。しかし一方で、2000 年代以降の都市計画史研究者たちの関心の向く先
は、具体の都市空間の歴史性や個性へのまなざしを媒介として都市計画史を現代の都市計画や
まちづくりに接続することにあると指摘されており、そうした志向性の先にこの３つのアプロ
ーチの「次にくるもの」が構想されつつある。新たなアプローチの構想の鍵となるのは都市計画
史研究の社会への還元という視点である。都市計画史研究は「専門家を対象とした都市計画史」
であるという前提があったが、近年、この前提を外して、都市計画史研究と社会との関係を再考
していこうとする議論が見られるようになっている。住民参加、市民主導・地域主体の「まちづ
くり」の経験が蓄積されていく中で、都市計画史研究のあり方自体も広がりを見せている。 
 こうした傾向は「開かれた都市計画史」志向と呼べる。2000 年代半ばにアメリカ社会学会に
て提起され、議論を呼んだ「パブリック社会学」を巡る枠組みを援用すれば、「何のための都市
計画史研究か」という問いに対応する手段的知識（Instrumental Knowledge）―反省的知識 
(Reflexive Knowledge)軸 がまず設定される。ここでの手段的知識とは、都市計画の技術とその
運用に関する知識であり、反省的知識とは都市計画の技術を支える都市計画の目的や価値に関
する知識である。都市計画を手段として捉え、その手段の改良や運用方法の模索を行うことと、
そもそも都市計画を成立させる枠組みや基盤から問い直すこと、その両極の振れの中に都市計
画史研究が存在している。そして、もう一つの「誰のための都市計画史研究か」という問いに対
応するのは、都市計画分野の特性を勘案して、ブラウォイの学者集団―非学者集団という軸を研
究的専門家―実践的専門家―非専門家という段階を有する軸に敷衍するのが適当である。こう
して、2つの軸からなる座標系に都市計画史研究の４つの理念型が措定される。 
 都市計画史や都市計画研究者を主な対象に、厳密な方法論や分析枠組みを駆使して、歴史的な
事実を明らかにしていく、職人的な研究技法を駆使したプロフェッショナル都市計画史、例えば
都市保全計画分野の制度設計や政策評価、計画立案などへの関与を前提に実施される応用的な
都市計画史研究であるポリシー都市計画史、都市計画の歴史的事象を通じて、都市計画の目的や
価値を吟味し、その再認識、再構築を迫る、都市計画論、都市論としての性格を帯びたクリティ
カル都市計画史という３つの都市計画史の先に、研究者そして専門家ではない人びとの公共資
産としての反省的知識と関係するパブリック都市計画史が措定される。それはどのように都市
を動かしていくのだろうか 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的はこれまでの都市計画史研究の方法に関する俯瞰的整理を行った上で、都市計
画史研究の社会への還元を主題とした際に立ち現れる「非専門家も対象とした反省的知識」を構
築する都市計画史という領域を「パブリック都市計画史」として措定し、その方法的特質や課題、
可能性について、理論と実践の両面から明らかにすることである。学術的な独自性は、背景にて
３つのパイオニアたちのアプローチの乗り越えというかたちで提示した。もちろん「パブリック
都市計画史」と呼びうる取り組み自体は各所で見られるが、総体的、理論的な把握には至ってい
ない。実践面では「パブリック都市計画史」は究極的には地域が共有する都市計画のある種の物
語であり、地域自身が発見していく都市計画史である点、都市計画史研究者が地域の中で地域の
コミュニティとともに研究を進める点に創造性が含まれている。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、具体的には（１）都市計画史研究の俯瞰的整理と「パブリック都市計画史」の方法
論的定置、（２）「パブリック都市計画史」の国内外事例分析、（３）「パブリック都市計画史」の
実践で構成される。Ⅰでは、日本の都市計画史研究の研究史を先の４つの理念型を念頭に置きな
がら整理するとともに、都市計画史研究をめぐる議論の世界水準の把握のために、国際都市計画
史学会の主要メンバーが分担執筆し書籍の批判的読解を行い、「パブリック都市計画史」の理論
的位置づけを国内およびグローバルな文脈から明らかにする。Ⅱでは、国内外主要都市での、市
町村史をはじめとする行政刊行物や多様な民間出版物、ミュージアムやアーカイブ、ウェブサイ
トや SNS における都市計画史情報・企画、それらへのアクセシビリティとインパクト、特定の
都市計画遺産を巡る言説や活用の取り組みプロセスの整理を行う。Ⅲでは、何れも研究代表者が
主導的立場で着手している①アーバンデザインセンター高島平の地域連携プロジェクトとして
実施している高島平ヘリテージプロジェクト、②日本都市計画学会都市計画法 50 年・100 年企
画特別委員会による都市計画アーカイブプレイスという二つの実践プロジェクトの運営を通じ



て、「パブリック都市計画史」の実践上の課題や期待される効果を明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）都市計画史研究の俯瞰的整理と「パブリック都市計画史」の方法論的定置 
カローラ・ハイン編『都市計画史ハンドブック』（The Routledge Handbook of Planning History 
Edited by Carola Hein, 2018）について、その内容を読解した。この書籍は、2015 年 7 月に 3日
間にわたりデルフト工科大学で開催された都市計画史ワークショップでの発表、議論をベース
として、都市計画史研究の歴史や方法、テーマに関する多様なトピックを包括的、体系的に解説
した、都市計画史分野では初めてのハンドブックである。4 部 38 章で構成されている。国際都
市計画史学会をはじめとした国際的な都市計画史研究の場で活躍する一線級の研究者たちが、
決して多くない紙幅の中でもそれぞれのトピックについての俯瞰、将来展望を試みる良質な論
考を寄せている。以下、書籍の抄録を掲載する。 
 
抄録 
 本書は、19 世紀半ばに欧米にて誕生した近代都市計画の歴史を探求する。欧米豪を中心とし
た伝統的な都市計画史の記述を認めつつも、脱中心化を志向したグローバルなアプローチ、テー
マに基づく新しい都市計画史の方法を紹介していく。英雄やユニークなアイデアの歴史という
伝統的な都市計画史の描き方を乗り越え、新しいグローバルな立ち位置と新しいアプローチの
両方を提供し、都市計画史の輪郭を問い直し、他の学問領域を取り込み、まだ知られていない地
域を探求する。本書は英語文献にのみ焦点を当てることのバイアスを乗り越える最初のステッ
プを確立し、学際的で、多文化的でポストコロニアルなアプローチを開発する。都市計画史分野
の状況―その到達点や欠点、将来の課題を明らかにする本書は、都市計画史分野を定義する基盤
となり、研究者や実践家、学生たちが革新的な研究を行うための契機を提供する。 
 都市計画や都市計画史の広範な成果、課題、需要を扱うために、本書は「都市計画の歴史を描
くこと」と「都市計画史の歴史を描くこと」の両方を探求する。そのバランスは章によって様々
である。本書は都市計画史の学術的な記述―コアとなる書物、重要な人物、組織、推進者、教育、
実践に対する洞察を提供する。都市計画史の記述を地理的、時間的な関係の中で位置づけ、理論、
方法論、スケール、文化を考察していく。 
 本書の歴史的考察の対象は、近代都市計画の始まりである 19 世紀半ば以降の時期が中心とな
る。歴史分析と将来の都市計画への洞察の両者を豊かなものにするために、この本は都市計画史
がどのように書かれ、教えられているかに注意を払う。それぞれの著者は今後の探求のための新
しい展望を提示し、都市計画史家の活発な取り組みにも関わらず、いまだ体系化がなされていな
い分野の文献を特定する。 
 本書は、４つの部と補足とで構成されている。第一部は「主体、理論、方法、類型」について
の最先端の問いを解説している。この４つは国際都市計画史学会の著名な研究者たちの著作を
通じて、都市計画史のサブ領域として時間をかけてかたちづくられてきたものである。これらの
探求が、第二部「時間、場所、文化」において現在の学問では見落とされているトピック群の説
明を始める舞台を用意し、欧米的都市計画史からグローバルな都市計画史への展開、グローバル
な言語システムにおけるグローバルな分析のための枠組みの開拓へとつなげていく。欧米や日
本だけでなく、ロシア、中国、東南アジア、アラブ、アフリカなどの都市計画史が取り上げられ
る。そのあとに続く章たちは、地域的な物語、特定の政治的、経済的、社会的、文化的枠組みに
関するものである。第三部「場所とダイナミクス：課題、運動、テーマ、論争」では、学際的で
国境を越えた探求に取り組み、新しい、未開発の場所やダイナミクスへと研究を導いていく幅広
く場所―類型に基づいた都市計画史のアプローチが明らかにされる。例えば、インフラ、住宅、
参加、災害、遺産保全などのテーマが取り上げられる。都市計画史の「将来」についての第四部
は、現在の研究の焦点と将来の研究のために開かれつつある展望を指し示すことで、今後の研究
に役立つトピックを明らかにするエッセイで構成されている。各部はそれぞれの時系列的、テー
マ的、学術的論理を有している。 
 
 しかしこの書籍の中では、「パブリック都市計画史」自体は明確に論じられていない。都市計
画史は「都市や地域、国家における過去の都市計画の影響を理解すること、専門家の実践として
の都市計画の将来を想像する手助けをする」（p.5）であり、「実践家の技術と科学を明らかにし、
専門性の基礎となる知識に貢献することを通じて、都市計画における実践と理論との間の相互
作用を記録することが都市計画史家の主要な役割となる」（p.475）のである。「パブリック都市
計画史」はその先の展開として位置付けられる。 
 
 
（２）「パブリック都市計画史」の国内外事例分析 
 国内外のパブリック都市計画史事例を収集し、叙述のスタイルを、テキストービジュアル、定
着的―イベント的という 2軸で整理を行った。特にニューヨーク市の 1960 年代を中心とする都
市計画史については、ジェイン・ジェイコブズとロバート・モーゼスという時代の代弁者を中心



的対象として、展覧会「Robert Moses and the modern city 」（2007 年）、展覧会「In the Shadow 
of the Highway Robert Moses' Expressway and the Battle for Downtown"（2015 年）、映画「Citizen 
Jane: Battle For The City」（2016 年）、若年層向けの書籍「Genius of Common Sense: Jane Jacobs 
and the Story of the Death and Life of Great American Cities」（2012 年）、漫画「, Robert Moses: 
The Master Builder of New York City」（2014 年）、オペラ「A Marvelous Order an opera about 
Robert Moses and Jane Jacobs」（ 2016 年）など、多様なメディアを通じて、互いに連関した総
合的な展開が行われていることを確認し、各領域にまたがる構図を整理した。 
一方で、研究分担者も主体的に関与する城南住宅組合史料調査プロジェクト「城南アーカイブ
ス」などの事例では、叙述のスタイルとは別に、叙述の主体に関して、専門家だけでなく、非専
門家、さらには専門家と非専門家の両者の協働というかたちが見られた。「パブリック都市計画
史」において、対象としての「非専門家」ではなく、都市計画史の主体としての「非専門家」に
ついて探究する必要性が確認された。 
 

  図１ パブリック都市計画史の叙述スタイル分類  図２ ニューヨークにおけるパブリック都市計画史の構図 
 
 
（３）「パブリック都市計画史」の実践 
 実践的検証として、①アーバンデザインセンター高島平による高島平ヘリテージプロジェク
トの実施、②日本都市計画学会都市計画法 50 年・100 年企画特別委員会主催のアーバニズム・
プレイス展 2018 の開催を行った。 
 
① 高島平ヘリテージプロジェクト 
 東京西郊 20 ㎞圏に位置している板橋区高島平は、1960 年代の日本住宅公団による土地区画
整理事業によって造成された計画的市街地である。2017 年に公民連携による再生を進めるため
に設立されたアーバンデザインセンター高島平の活動の一環として、「高島平の歴史的文脈の掘
り起こしを通じて住民、市民の自分たちの地域環境に対する関心、愛着を喚起・醸成すること」
を目的に、高島平ヘリテージプロジェクトを実施した。具体的には東京大学の大学院生と地域住
民が勉強会、調査を重ね、2019 年 1 月から 3月にかけて板橋区役所ギャラリーモールにて「高
島平ヘリテージ５０ 高島平をかたちづくってきた 50 の都市空間」展を開催した。同内容は
2019 年 3 月 3 日に高島平公民館で開催された高島平 50 周年記念イベントでも展示された。そ
の後、ヘリテージまちあるきおよびワークショップを継続的に開催した。特に 50 周年記念イベ
ントでの展覧会については、来場者アンケートを実施し、地域住民のヘリテージに関する評価傾
向を調査した。その結果、1) 地域外の遺産も含め立地を問わず広く関心が集まること、2) どの
形成時期のヘリテージにも関心が集まるが地域住民の年代により関心傾向が異なること、3) 空
間的広がりを持つ遺産は年代を問わず関心を集めること、などが明らかになった。 
 
 
表 1 展示した高島平ヘリテージ 50一覧     表２ 各ヘリテージの立地と関心の関係 



② アーバニズム・プレイス展 2018 
 2018 年 9 月 15 日から 23 日にかけて、新宿三井ビルディングにて「アーバニズム・プレイス
展 2018 都市計画の過去と未来の創庫」（以下、UPE2018 と表記する）を開催した。都市計画
法制定 100 年、全面改正 50 年を記念して、都市計画が生み出してきた都市空間という視点から
これまでの都市計画の歩みを整理すると同時に、これからの都市計画を展望しようという目的
で企画したものである。展覧会のメインとなるコンテンツは、都市計画がこれまでに生み出して
きた広場をカタログ的に紹介する「Great Public Places since 1919」と、55HIROBA の計画・設
計の意図やプロセス、さらには新宿西口超高層ビル街や新宿駅周辺での広場形成の歴史的展開
を伝える「Shinjuku Public Place Chronicle」であった。 
 都市計画遺産を展示コンセプトの中心に据えたUPE2018 では、展示デザインの基本的方針と
して、その場の日常的な空間利用の中に展示物を自然なかたちで織り込むこととした。また、
「Shinjuku Public Place Chronicle」では、新宿三井ビルディングの 2階ロビーのラウンジスペ
ースに設置されているスタンディング形式で利用するロングテーブルの細長い形状を活かし、
年譜形式でのパネルを作成し、テーブル表面にはめ込むこととした。また、UPE2018 では、こ
れまでに生み出されてきた都市計画遺産としての広場ストックについて、その活用・再生という
観点も展示に含めることにした。具体的には、東京都内 4カ所で実施された空間の暫定利用・社
会実験で実際に使われた空間創出ツール、ファニチャーを展示品として配置する「Place Making 
Exhibition」、4回にわたるトークイベント「Place Talk」を実施した。 
 「Shinjuku Public Place Chronicle」来場者および「Place Talk」参加者にアンケートを実施し、
参加者の属性や評価傾向を把握した（有効回答数 133）。属性については、性別、年齢（年代）、
建築・都市計画に関する専門性を把握した。展覧会の評価については、４つの企画それぞれにつ
いての満足度に関する 5段階評価と、展覧会全体の評価について、背景で述べた都市計画史研究
の４つの理念型を応用した期待される４つの効果に関する 5段階評価を実施した。都市・建築関
係の専門家と非専門家のそれぞれの評価点の差分から、都市・建築関係の専門性の有無による評
価傾向の違いについて考察を行うこととした。各企画の評価については、日常利用と併存してい
るものの、日常利用者数が必ずしも多くなく、落ち着いて展示を鑑賞することができた「Shinjuku 
Public Place Chronicle」、ステージやデッキ下など周囲からは切り離された会場で、トークに集
中して耳を傾けることができた「Place Talk」の満足度が、他の 2つの企画に比べて高い満足度
であった。一方で、都市・建築関係の専門性の有無で評価が大きく異なる傾向が見られたのも
「Shinjuku Public Place Chronicle」と「Place Talk」であった。前者は図面資料や建築家・都市
計画家の言葉で新宿の広場の歴史を詳細に解説する内容であり、専門性のある人たちからの評
価が高かった。一方で、後者はトークという性質上、展示よりも内容が理解しやすいこともあっ
て、専門家でない人たちからの評価が高いという傾向がみられた。UPE2018 全体については、
「都市計画の歴史について新たな知識を得ることができた」という評価が「身の回りの都市空間
や場所についての見方が変わった」評価を大きく上回った。しかし、属性でみると、都市・建築
関係の専門性の有無で評価が異なった。専門家が「都市計画のこれからに役立つ知見を得るこが
できた」点を評価したのに対して、非専門家は「身の回りの都市空間や場所についての見方が変
わった」点を評価する傾向が見られた。つまり、都市計画展覧会が有する効用は、建築・都市関
係の専門家に対しては都市計画に直接役に立つ知見として効いてくるのに対して、非専門家に
対しては、身の回りの都市空間に対する認識の変化に関わる効用がより大きいことも確認でき
た。専門家、非専門家それぞれのこうした評価傾向を踏まえて、「パブリック都市計画史」の具
体的実践として展示デザインを行っていく必要性が示唆されたのである。 
 
表３ アーバニズム・プレイス展 2018の展示内容      

表４ アーバニズム・プレイス展 2018におけるアンケートの回答結果      
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